
















よる高度職業人養成というわけではない（大学院総合科学研究科において文書企画管理演習を行っているが。全六回、 「リサーチマネージャー養成プログラム」のリテラシー科目である） 。さらに、小池がこれまで行ってきた「政策情報論」 「政策科学演習」 （政治学系、日本政治外交史） との継承性も念頭に置かなければならかった。このため、今年度の講義内容は暫定的なものとしてスタートした。このため、一年前に作成したシラバスは、 （表一）のようなものであった。　
講義にあたり、 対象とする学生は、 総合科学部三年生であり、 理系・
文系の学生が混在している（今年度受講者は登録二二名、単位取得一八名） 。従来は、卒業論文作成をある程度考慮しつつ、政策過程論
に基盤を置いた文書の生成過程から、近代文書の読解力と、そこからの論理構成力育成に力点を置いた講義を行ってきた。しかし、文書管理論 名を冠した今回は、そ 要素を継承しつつ、広島大学文書館における法人文書管理を中心 講義内容 開始後に改編することとした。　
法人職員に対する公文書管理研修で講師を多く行ってきた経験か





























































義内容については、 この実地見学を中核に据えることとなる。同時に、公文書管理法下の公文書管理を、個人情報保護法及び情報公開法とも連携をとった形で位置づける とで 講義 通じて、より統一的管理
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の意義を明確にしえるものと考える。しかし、受講生が多様なリベラルアーツ型の総合科学部であるだけに、公文書の統一的管理とライフサイクルに焦点 絞った内容とす こともできないだろう。さらに、来年度は、クォーター制が導入されるため、より内容の凝縮度を高めつつ、バランスを考えた内容としなけ ばならない。　
また、トータルアーカイヴズである広島大学文書館が基盤であるだ











年 　 　 度 2015年度 開講部局 総合科学部総合科学科
科目区分 専門教育科目
授業科目名 文書管理論
開講キャンパス 東広島 開 設 期 ３年次生　前期
授業の方法 講義 授業の方法 講義中心












授 業 計 画
第１回　ガイダンス
第２回　日本のアーカイブズ
第３回　公文書管理法下の法人文書管理
第４回　公文書管理法の問題点
第５回　文書と政策過程
第６回　閣議
第７回　総合政策の文書学
第８回　文書の伝達
第９回　公文書管理法における「歴史公文書」～審議会分析～
第10回　政策決定の一方法～自民党政調～
第11回　選挙分析の方法論～「世論」の文書学～
第12回　ワシントン海軍軍縮の真実～予算と決算～
第13回　メディア分析～新聞社と記者～
第14回　大学の現状分析方法～広島大学を一例に～
第15回　まとめ
教科書・参考書等
小池聖一著『近代日本文書学研究序説』現代史料出版、2008年
その他、プリントを配布する。
授業で使用する
メディア・機器等
パワーポイント使用、テキスト配布
予習・復習への
アドバイス
１．政策過程論を理解する。草野厚著『政策過程分析入門』（東大出版会、1997年）
等を参照。
２．日本のアーカイブズ（文書館、公文書館）の特徴を多角的に分析する。他国との
比較からその特徴を抽出するので、整理しておいてほしい。
３．実態としての公文書管理法運用を学ぶ。
４．公文書管理法の問題点を詳説する。
５．政策過程とともに派生する文書を分類する。
６．意思決定機関としての「閣議」を分析する。
７．日本型政策の生成過程について、大平正芳を事例に分析する。
８．文書の生成過程を復習するとともに、その伝達について分析する。
９．公文書管理委員会の議論を通じて、「審議会」というシステムについて分析する。
10．粟屋敏信関係文書から自民党政調の実態について分析する。
11．選挙分析の方法論をまなぶ。
12．戦前期日本の軍事費（海軍）組替から、分析方法を学ぶ。
13．中国新聞社と同社記者の分析を通じてメディア研究の方法について学ぶ。
14．多角的な大学の現状分析方法を広島大学を事例に学ぶ。
成績評価の基準等 レポート。出席率が半分に満たないものは成績評価の対象としない。
